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９
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら

　

９
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
1818
日
ま
で
の

日
ま
で
の
1111
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件
2121
件
（
条
例
制
定
２
件
、
条
例
改
正
２
件
、
決
算
認
定
８
件
、
補
正

件
（
条
例
制
定
２
件
、
条
例
改
正
２
件
、
決
算
認
定
８
件
、
補
正

予
算
７
件
、
報
告
２
件
）
お
よ
び
議
員
発
議
２
件
、
合
わ
せ
て

予
算
７
件
、
報
告
２
件
）
お
よ
び
議
員
発
議
２
件
、
合
わ
せ
て
2323
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結

件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
請
願
の
審
査
の
結
果
は
９
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
請
願
の
審
査
の
結
果
は
９
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

９
月
定
例
会
開
催

令和７年度決算 力強い産業の 復興・創生

みんなで支える 安心生活

国内外交流国内外交流
台湾交流事業　1,004万円　コミュニティ施設整備事業　629万円
地域づくり活動サポート事業　32万円

地域防災地域防災
消防屯所整備　5,568万円　防犯カメラ等設置補助金　116万円
防犯灯の修繕、新規防犯灯の設置等　207万円

健康長寿健康長寿
人間ドック　478万円　PETがん検診　496万円　健康ポイント事業　95万円
予防接種事業　4,114万円　高齢者の地域活動等事業　1,039万円

林業の振興林業の振興
松くい虫防除事業　297万円
遠藤ヶ滝遊歩道整備工事　1,175万円
ふれあい村民の森管理運営事業　90万円

農業の振興農業の振興

商工観光の振興商工観光の振興
大玉村を知りたい・行きたい事業　1,848万円
ふるさと納税事業　2,654万円

前年度より3億7,357万円増↑前年度より3億7,357万円増↑

大玉産米ブランド化　2,163万円　　農業機械等共同利用整備事業　2,463万円
堆肥センター運営事業　1,613万円　有害鳥獣被害防止対策事業　812万円
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議会が注目する自然を生かした 快適な暮らし

夢を育てる 教育・子育て

美しい環境の保全美しい環境の保全
広域行政組合衛生事業　1億4,534万円
日本で最も美しい村連合事業　216万円

子ども・子育て支援子ども・子育て支援
子育て世代包括支援センター事業　1,934万円
子ども・子育て支援事業　2億4,312万円　保育所事業　3,317万円
子育て支援医療費等助成事業　5,759万円

ふくしま駅伝　195万円 地域学校協働活動事業　606万円 ふるさとホール事務事業　42万円

学校教育の充実学校教育の充実
制服購入支援事業　376万円　幼稚園弁当給食費補助金　215万円
外国語教育推進事業　803万円

スマート IC等の整備に要する経費　5,654万円　定住促進対策事業　2,210万円
道水路維持事業　1億2,761万円　道路新設改良事業　7,674万円

公共交通公共交通
通勤通学バス運行事業　419万円
デマンド型乗合タクシー運行事業　1,862万円

令和７年度 一般会計決算 56億4,378万円を認定56億4,378万円を認定歳出
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令和７年度　決算額

　税金や交付税など毎年決まって入るお金に対し、職員
の給料などの毎年決まって出るお金の割合を示す指標。
100％になると、自由に使えるお金はゼロになる。昨年
度大玉村が自由に使えるお金は10.6％となる。

　村の実質的な公債（借金）が税金や交付金などの収入
に対してどの程度あるかを示す指標。数値が高いほど
返済の負担が大きい。18％を超えると公債を発行する
際に総務大臣または知事の許可が必要となる。

　村の標準的な支出に対し、村が自主的に集められる
お金（税金など）がどの程度あるかを示す指標。指数が
高いほど自主財源の割合が高く、数値が１を超える場
合、100％自主的な収入で運営できることになる。

　税金や交付税など毎年決まって入るお金に対して、
将来、負担となる村の公債（借金）などの債務負担がど
の程度の割合になるかを示す指標。350％を超えると、
財政再生計画を策定する必要がある。

決
算
を
読
み
解
く

決
算
を
読
み
解
く

財
政
指
標
は
「
健
全
」

決算審査意見

　令和７年度の決算審査を８月18日から24日まで
の日程で行いました。審査意見については、次の
とおりです。

一般会計・特別会計

　令和７年度普通会計決算状況を見ると、歳入総
額61億1,183万円のうち地方税11億1,539万円、
地方交付税22億760万円であり、歳出総額56億
4,394万円のうち人件費12億6,256万円、公債費3
億9,537万円、物件費7億9,891万円である。経常
収支比率は89.4％で対前年度で1.6ポイント増加し
た。なお、実質公債費比率は6.1％である。令和７
年度予算執行に関する事務処理は、毎月実施して
いる例月出納検査及び２月に実施した定期監査に
おいて審査し、決算審査においても個別事項の指
導を行い、改善を求めた。なお、次の事項を付し
て決算審査の意見とする。
１．収入未済額は、村税5,959万3,103円うち現年

分1,750万4,602円、公営住宅使用料857万5,000
円うち現年分435万9,100円、国民健康保険税
6,211万5,306円うち現年分651万8,600円、介護保
険料286万1,560円うち現年分88万1,700円であっ
た。引き続き、収入未済額の解消に努められたい。
２．経常収支比率89.4％で高い水準にある。スマー
トインターチェンジ関連により企業の進出を図り、
法人税の確保に努められたい。併せて歳出の抑制
を検討されたい。
３．基金残高は約25億円である。金利の上昇によ
る運用益が見込まれる。金融商品を厳選し、運用
益を図られたい。

水道事業会計

１．流動資産における未収金は、1,341万13円で
ある。過年度分の未収金の解消に努められたい。
２．昭和55年から供用開始し、経年劣化による水道
施設の老朽化が見られる。施設の総点検をされたい。
３．災害時に対応する給水車の配備をされたい。

農業集落排水事業会計

　大山第１浄化センターは供用開始から32年が経過
しており、施設の内外装の維持管理に努められたい。

会　　計　　名 歳　　入 歳　入　対
前年度比％ 歳　　出 歳　出　対

前年度比％

一般会計 61億1,167万円 107.1 56億4,378万円 107.1
国民健康保険特別会計 8億1,235万円 98.8 7億7,834万円 98.8
玉井財産区特別会計 1,034万円 164.3 646万円 168.7
土地取得特別会計 16万円 1.0 16万円 1.0
介護保険特別会計 9億1,983万円 105.5 8億6,112万円 103.2
後期高齢者医療特別会計 1億1,398万円 119.1 1億1,346万円 123.5

水道事業会計
収益的収支 1億7,979万円 100.4 1億6,475万円 106.8
資本的収支 6,339万円 63.7 1億3,851万円 77.9

農業集落排水
事 業 会 計

収益的収支 1億6,672万円 103.8 1億3,327万円 110.2
資本的収支 4,090万円 243.4 9,126万円 127.1

７年度　89.4％　６年度　87.8％

７年度　6.1％　６年度　7.0％

７年度　0.37　６年度　0.37

７年度、６年度の将来負担比率は
マイナスとなるため数値を表示しません。

経常収支比率

実質公債費比率

財 政 力 指 数

将来負担比率

代表監査委員　　　甲野藤　健一　　
議会選出監査委員　須　藤　軍　蔵　　
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総
　
務
　
部 

①　

大
玉
村
と
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
の
観
光
交
流
大
使
に
よ

る
情
報
発
信
は
、
交
流
大
使
個
人
の
活
動
に
加
え
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
大
玉
村
と
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
両
村
の

魅
力
や
交
流
事
業
を
積
極
的
に
発
信
し
、
村
民
の
理
解

と
関
心
を
さ
ら
に
深
め
る
取
り
組
み
を
検
討
さ
れ
た
い
。

②　

通
勤
通
学
バ
ス
の
実
証
実
験
の
利
用
状
況
や
村
民

の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
検
証
し
、
通
勤
通
学
バ
ス
と
デ

マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
役
割
分
担
を
含
め
、

よ
り
利
便
性
が
高
く
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
な

る
よ
う
運
行
方
法
等
の
見
直
し
を
図
ら
れ
た
い
。

　

 

教
　
育
　
部 

①　

改
善
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
改
修
か
ら
18

年
が
経
過
し
て
い
る
。
村
民
の
発
表
の
場
と
し
て
日

頃
の
成
果
を
よ
り
発
揮
で
き
る
音
響
や
照
明
設
備
の

検
討
を
さ
れ
た
い
。

②　

お
は
な
し
会
や
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
等
の
読
書
活
動

が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
小
学
校
を
巡
回
し
て

い
る
移
動
図
書
館
の
巡
回
場
所
の
拡
大
を
検
討
し
、

幅
広
い
世
代
が
読
書
に
親
し
む
機
会
と
な
る
よ
う
期

待
す
る
。

　

 

住
民
福
祉
部 

①　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
は
個
人
住
宅
の
み
で
あ
る

が
、
防
犯
の
観
点
か
ら
地
域
の
集
会
所
や
消
防
屯
所

な
ど
に
も
設
置
で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

②　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
す
る
た
め
に
も
か
か
せ
な
い
事
業
と
な
っ
て

い
る
。
現
状
を
し
っ
か
り
と
分
析
し
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
あ
る
の
か
検
討
し
対
応
さ
れ
た
い
。

③　

元
気
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
５
年
が
経
過
し

て
い
る
。
事
業
の
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た
新
た
な
取
り
組
み
も
検
討

し
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

 

産
業
建
設
部 

①　

ブ
ラ
ン
ド
米
「
あ
だ
た
ら
の
恵
」
の
生
産
販
売
が

始
ま
っ
た
。
村
内
産
米
全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
る
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
新

規
就
農
者
の
受
け
入
れ
は
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
、

就
農
時
の
環
境
整
備
が
重
要
と
考
え
る
。
農
業
振
興

公
社
が
核
と
な
り
、
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
。

②　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事
業
化
が
決
定
し

た
。
周
辺
道
路
を
は
じ
め
、
歩
道
の
整
備
な
ど
住
民
の

安
心
安
全
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
た
開
発
に
も
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
８
会
計
の

決
算
議
案
を
次
の
と
お
り
審
査
し
ま
し
た
。

•

議
案
の
一
括
上
程

•

決
算
審
査
報
告
（
監
査
委
員
）

•

総
括
質
疑

•

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

•

総
務
文
教
分
科
会
・
産
業
厚
生

　

分
科
会
の
２
分
科
会
を
設
置

　
　

•

決
算
審
査

•

分
科
会
の
審
査
報
告

•

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

　

結
果
を
集
約

•

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

　

結
果
報
告

•

議
案
審
議

９／８９／11９／17９／18 ９／14、15、16

本
会
議

本
会
議

決
算
審
査

特
別
委
員
会

本
会
議

総
務
文
教
分
科
会

産
業
厚
生
分
科
会

決
算
審
査

特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
意
見

決算審査特別委員会決算審査特別委員会

９月17日９月17日

令
和
７
年
度
決
算
を
審
査
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生
涯
学
習
課 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
音
響
設
備

問　
　

多
目
的
ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
に
カ
ラ
オ
ケ
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
を
直
接
接
続
で
き
な
い
た
め
、
利
用

団
体
が
音
を
出
す
の
に
苦
労
し
て
い
る
。
改
善
で

き
な
い
か
。

答　
　

持
ち
込
ん
だ
機
器

を
接
続
で
き
な
い
こ

と
が
多
く
、
利
用
団

体
に
工
夫
し
て
対
応

し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
、
保
守
点

検
業
者
と
調
整
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

問　
　

子
ど
も
読
書
養
成
講
座
で
子
ど
も
た
ち
が
行
っ

た
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
と
は
。

答　
　

読
ん
で
お
も
し
ろ

い
と
思
っ
た
本
を
紹

介
し
合
い
、
一
番
読

み
た
く
な
っ
た
本
を

決
め
る
。

　
分
科
会
で
は
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

 

総
　
務
　
課 

大
玉
村
合
併
70
周
年
を
共
に
祝
う
冠
事
業

問　
　

事
業
の
効
果
は
。

答　
　

70
件
の
事
業
（
団
体
）
に
助
成
し
た
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
方
に
合
併
70
周
年
を
改
め
て
知
っ
て

い
た
だ
き
、
共
に
祝
う
機
会
と
な
っ
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

問　
　

来
村
し
た
台
湾
の
大
竹
國
民
中
學
の
生
徒
を
受

け
入
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
集
ま
ら
な
く
苦
労

し
て
い
る
。
対
策
は
。

答　
　

今
後
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
場
所
を
フ
ォ

レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ

た
ら
の
コ
テ
ー
ジ
に

し
、
家
庭
の
負
担
を

減
ら
し
気
軽
に
受
け

入
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

　
 

企
画
財
政
課 

通
勤
通
学
バ
ス
の
実
証
実
験

問　
　

通
勤
通
学
バ
ス
の
実

証
実
験
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
コ
ー
ス
や
時
間

を
変
え
て
実
証
実
験
が

で
き
な
い
か
。

答　
　

実
証
実
験
は
令
和
10

年
ま
で
続
く
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
踏
ま

え
、
再
検
討
し
て
い
き

た
い
。

９月14日９月14日

総
務
文
教
分
科
会

大竹國民中學の生徒とホストファミリー
（令和７年12月12日）

分
科
会
質
疑

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ビブリオバトル（７月２８日） 多目的ホールの音響設備
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住
民
生
活
課 

消
防
車
の
カ
ー
ナ
ビ

問　
　

緊
急
出
動
時
に
場
所
の
特
定
に
苦
労
す
る
。
地

図
だ
け
で
は
な
く
、カ
ー
ナ
ビ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
　

定
期
的
に
開
か
れ
る
幹
部
会
で
意
見
を
聞
い
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

 

保
　
健
　
課 

健
康
ポ
イ
ン
ト

問　
　

ア
プ
リ
で
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
る
な
ど
、
若
い
世

代
の
参
加
者
を
増
や
す
工
夫
は
で
き
な
い
か
。

答　
　

村
独
自
の
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
こ
と
や
現
在
の

ポ
イ
ン
ト
す
べ
て
を
県
の
健
民
ア
プ
リ
に
対
応
さ

せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
後
も
若
い
方
の
参
加
が

増
え
る
よ
う
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　

 
産
　
業
　
課 

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

問　
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。

答　
　

ブ
ラ
ン
ド
化
は
村
内
産
米
の
底
上
げ
が
目
的
で

あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
米
を
発
表
し
た
こ
と
で
最
初
の

目
的
は
達
成
し
た
。
今
後
は
販
路
開
拓
を
進
め
、

村
産
米
全
体
の
底

上
げ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

９月14日９月14日

産
業
厚
生
分
科
会

　

 

建
　
設
　
課 

災
害
公
営
住
宅

問　
　

家
賃
滞
納
へ
の
対
応
は
。

答　
　

生
活
実
態
を
把
握
し
、
関
係
機
関
と
も
協
力
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

 

上
下
水
道
課 

漏
水

問　
　

薄
黒
内
地
内
で
大
規
模
な
漏
水
が
あ
っ
た
。
ど

の
よ
う
な
点
検
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
　

週
に
１
回
、
職
員
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
い
る
。
住
民
か
ら
通
常
よ
り
水
圧
が
弱
い
等

の
連
絡
が
あ
れ
ば
、
重
点
的
に
点
検
を
行
っ
て
い

る
。
24
時
間
対
応
の
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
水
圧

が
下
が
れ
ば
警
報
が
来
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

一刻も早く災害現場に到着できるようカーナビを
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議案番号 議　　　案　　　名 結　　果

議案第44号 令和８年度大玉村一般会計補正予算の専決処分の承認を求めることについて（７月専決） 原案可決

議案第45号 令和８年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第46号 令和８年度大玉中学校体育館空調設備工事に係る工事請負契約について 原案可決

８月臨時会　議決結果

議案番号 議　　　案　　　名 結　　果

議案第47号 大玉村犯罪被害者等支援条例の制定について 原案可決

議案第48号 大玉村村営住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第49号 おおたま暮らしおためし住宅条例の制定について 原案可決

議案第50号 大玉村認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第51号 令和７年度大玉村一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第52号 令和７年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第53号 令和７年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第54号 令和７年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第55号 令和７年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第56号 令和７年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第57号 令和７年度大玉村水道事業会計決算認定について 認　　定

議案第58号 令和７年度大玉村農業集落排水事業会計決算認定について 認　　定

議案第59号 令和８年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第60号 令和８年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第61号 令和８年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について 原案可決

議案第62号 令和８年度大玉村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第63号 令和８年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

議案第64号 令和８年度大玉村水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第65号 令和８年度大玉村農業集落排水事業会計補正予算について 原案可決

議員発議第８号 国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書について 原案可決

議員発議第９号 学校給食費の無償化充実を求める意見書について 原案可決

９月定例会　議決結果

会　計　名 補 正 額 総　　額
一般会計 9億9,970万円 62億9,111万円
国民健康保険特別会計 3,245万円 8億3,078万円
玉井財産区特別会計 189万円 1,011万円
介護保険特別会計 7,326万円 9億9,273万円
後期高齢者医療特別会計 53万円 1億1,958万円

水道事業会計 収益的支出 △232万円 1億6,364万円
資本的支出 991万円 2億1,376万円

農業集落排水事業会計 収益的支出 165万円 1億3,240万円

会　計　名 補 正 額 総　　額
一般会計 450万円 52億9,141万円

令和８年度　９月補正予算

令和８年度　８月補正予算（
仮
称
）
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事

�

補
正
額
４
億
１
８
０
０
万
円

問　
　

工
事
の
内
容
を
伺
う
。

答　
　

建
築
主
体
工
事
や
電
気
設
備
工
事
、
機
械
設

備
工
事
の
分
離
発
注
を
行
う
。

※議案第44号　令和８年度一般会計補正予算の専決処分　250万円議
会
が
注
目
す
る
補
正
予
算
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一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
!!

　
７
人
の
議
員
が
登
壇

９月定例会では、９月10日に６人、11日に１人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁を要約した内容は、質問順に10ページから16ページです。

※一般質問とは…�議員が村行財政全般にわたって、村に対し説明を求めまたは所信をただすこと。
大玉村議会の一般質問は、一人30分以内で、答弁時間は含まない。

斎
さい

藤
とう

　信
しん

一
いち

１．スマート ICで村の未来を 10ページ

渡
わた

邉
なべ
　啓

けい
子
こ １．クマ対策の状況と今後の考えは

２．ふれあい村民の森の活用を 11ページ

須
す

藤
どう

　軍
ぐん

蔵
ぞう

１．村の農業をもっと前に進める取り組みを 12ページ

三
さん

瓶
ぺい
　賢

けん
一
いち １．農業の新たな取り組みと課題は

２．ふるさと納税の取り組みと現状は 13ページ

菅
すが

原
はら
　貴

たか
子
こ

１．遊休農地の解消に向けた取り組みは 14ページ

佐
さ

原
わら

佐
さ

百
ゆ

合
り

１．地域防災力を高める人材育成と情報発信 15ページ

武
たけ

田
だ

　悦
えつ

子
こ １．公共施設整備の考えは

２．放課後児童クラブ運営の方向性は 16ページ

９月定例会に提出された請願

意見書２件を提出

件　名 提出者 付託委員会 紹介議員 審査結果

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の
継続と、被災児童生徒の十分な就学支援
を求める意見書」の提出を求める請願書

福島市上浜町
福島県教職員組合
中央執行委員長　酒井　和紀　
ほか１名

総務文教 武田 悦子 採　択

学校給食費無償化充実に関する請願書
二本松市亀谷
福島県教職員組合
安達支部　支部長　高橋　尚人

総務文教 武田 悦子 採　択

意 見 書 提 出 先
国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書 総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、復興大臣

学校給食費の無償化充実を求める意見書 内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、衆議院議長、
参議院議長

※意見書とは…�地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめたもの。地方自治法第99条には、
「地方自治体の議会は、当該普通公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出
することができる」と規定されている。具体的には、議員が発議して本会議にはかり、議長名で関係機関
に提出する。

議員発議



議会だより 10

一 般 質 問

議
員

質問趣旨

スマートICを契機に産業振興や公共施設再編、運動、
健康増進などの一体的な将来構想を描く。

スマートICで村の未来を 斎さ
い

藤と
う

信し
ん

一い
ち

大玉村都市計画マスタープラン

斎
藤 

ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
を
核
と
し
た
周
辺

整
備
と
地
域
振
興
の

将
来
構
想
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長 

大

玉
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構

想
に
お
い
て
、ス
マ
ー

ト
Ⅰ
Ｃ
周
辺
に
工
業

集
積
拠
点
と
地
域
振

興
拠
点
を
形
成
し
、

人
と
モ
ノ
の
流
れ
に
好
循

環
を
生
み
出
し
、
企
業
立

地
の
促
進
や
既
存
産
業
の

振
興
、
物
流
の
効
率
化
な

ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

斎
藤 

現
在
の
状
況
と
今

後
の
方
針
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長 

工
業
集

積
拠
点
の
約
16
㌶
を
地
域

未
来
投
資
促
進
法
の
重
点

促
進
区
域
に
設
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
地
権
者
と

の
契
約
が
終
わ
り
次
第
、

企
業
誘
致
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
地
域
振
興
拠

点
は
直
売
所
の
拡
大
や
農

業
施
設
、
子
ど
も
の
遊
び

場
な
ど
の
整
備
を
予
定
し

て
い
る
。

斎
藤 

産
業
振
興
で
生
ま

れ
る
人
や
モ
ノ
の
流
れ
を

村
内
の
事
業
者
や
農
家
な

ど
で
循
環
す
る
仕
組
み
が

で
き
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長 

ま
ず
は

企
業
誘
致
を
進
め
な
が

ら
、
広
く
検
討
し
て
い
き

た
い
。

斎
藤 

老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
村
民
体
育
館
の
今
後

の
方
向
性
を
伺
う
。
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
土
地

利
用
を
検
討
し
て
い
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
周
辺
へ
の
村
民
体
育

館
の
移
転
を
検
討
の
対
象

に
加
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
部
長 

令
和
７
年
度

に
屋
根
の
大
規
模
改
修
を

し
、
今
後
10
年
は
補
修
や

修
繕
を
し
な
が
ら
活
用
し

て
い
き
た
い
。

村
長 

体
育
館
と
運
動
場

の
一
体
的
な
利
用
の
観
点

か
ら
現
在
地
を
中
心
に
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。
10

年
後
の
財
源
の
問
題
も
あ

る
が
、
村
民
運
動
場
の
県

道
の
向
か
い
の
駐
車
場
に

体
育
館
を
新
設
す
る
検
討

を
し
て
い
る
。

斎
藤 

村
民
体
育
館
を
直

売
所
周
辺
の
地
域
振
興
拠

点
に
移
設
し
て
民
間
企
業

が
入
る
事
務
室
や
会
議
室

を
体
育
館
に
併
設
し
、
研

修
や
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る

複
合
施
設
を
検
討
で
き
な

い
か
。

村
長 

農
振
（
農
業
振
興

地
域
）
の
解
除
が
極
め
て

難
し
い
。
４
号
線
沿
線
に

企
業
や
物
流
の
拠
点
が
で

き
た
際
に
は
考
え
ら
れ
る

が
、
今
は
税
収
と
雇
用
を

生
み
出
せ
る
よ
う
に
専
念

し
て
い
き
た
い
。

斎
藤 

公
共
施
設
を
税
金

で
維
持
し
続
け
る
の
で
は

な
く
、
企
業
な
ど
の
民
間

の
資
金
を
維
持
費
に
充
て

て
人
や
モ
ノ
の
流
れ
を
生

み
出
す
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。
産
業
振
興
や
ス

ポ
ー
ツ
、
公
共
施
設
な
ど

一
体
的
な
地
域
づ
く
り
を

今
か
ら
構
想
を
描
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

村
長 

新
た
な
事
業
は
現

実
的
に
難
し
く
、
ま
ず
は

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
中
心
と

し
た
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想

に
注
力
し
て
い
き
た
い
。

貸
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
提
言

は
長
期
的
な
計
画
の
検
討

に
お
い
て
参
考
に
し
て
い

き
た
い
。

　

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

・�

村
営
災
害
公
営
住
宅
の
適
正
な
管
理
・
運
営
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一 般 質 問

議
員

質
問
趣
旨

ふ
れ
あ
い
村
民
の
森
は
、
森
林
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
自
然
豊
か
な

施
設
で
あ
り
、
活
用
を
望
む
。

ふ
れ
あ
い
村
民
の
森
の
活
用
を

質問趣旨

クマの出没情報が後を絶たない。出没しにくい環境づくり等の
予防的な対策が重要になってくる。

クマ対策の状況と今後の考え方は渡わ
た

邉な
べ

啓け
い

子こ

渡
邉 

令
和
８
年
１
月
か

ら
の
県
内
と
村
内
の
ク
マ

の
出
没
件
数
は
。

産
業
課
長 

県
内
は
８
２

８
件
、
村
内
は
20
件
で
あ

る
。

渡
邉 

ク
マ
が
出
没
し
た

際
の
対
応
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長 

防
災
行

政
無
線
で
の
注
意
喚
起
を

行
い
、
警
察
署
、
教
育
委

員
会
、
大
玉
村
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
へ
の
情
報
共

有
を
行
う
。
役
場
職
員
や

警
察
が
村
内
巡
回
を
行
っ

て
い
る
。
緊
急
の
対
応
が

必
要
な
場
合
は
実
施
隊
に

出
動
を
要
請
し
、
わ
な
の

設
置
や
捕
獲
を
行
う
。

渡
邉 

国
有
林
以
外
の
山

林
に
ク
マ
の
食
料
と
な
る

実
を
つ
け
る
木
を
植
栽
で

き
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長 

人
里
近

く
に
植
栽
す
る
こ
と
に
な

り
、
逆
に
ク
マ
を
誘
引
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
難

し
い
。

渡
邉 

ク
マ
の
生
態
や
被

害
防
止
対
策
な
ど
の
学
習

会
を
開
催
で
き
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長 

専
門
家

等
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

安全、安心を守る鳥獣被害対策実施隊

ふれあい村民の森の利用促進を

渡
邉 

ふ
れ
あ
い
村
民
の

森
の
活
用
状
況
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長 

村
と
し

て
積
極
的
な
活
用
は
し
て

い
な
い
。
４
月
か
ら
11
月

の
利
用
期
間
は
２
名
の
管

理
人
に
自
然
学
習
館
の
鍵

の
開
け
閉
め
や
ト
イ
レ
の

清
掃
、
施
設
内
の
点
検
等

を
業
務
委
託
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
４
回
は
草
刈
り

を
実
施
し
、
施
設
の
維
持

管
理
に
努
め
て
い
る
。

渡
邉 

夏
休
み
に
森
林
学

習
や
木
の
実
や
枝
を
使
っ

た
工
作
な
ど
、
家
族
連
れ

を
呼
び
込
む
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長 

以
前
は
、

親
子
木
工
教
室
や
自
然
観

察
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

た
が
、
参
加
人
数
が
思
わ

し
く
な
く
、
近
年
で
は
ク

マ
の
出
没
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

が
難
し
く
な
っ
た
。
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

渡
邉 

池
の
周
り
の
柵
が

壊
れ
て
い
て
危
険
で
あ

る
。
修
繕
の
計
画
は
。

産
業
建
設
部
長 

今
後
、

修
繕
に
向
け
て
の
予
算
確

保
に
取
り
組
み
た
い
。

渡
邉 

ふ
れ
あ
い
村
民
の

森
設
置
条
例
に
は
、
森
林

体
験
を
通
し
て
都
市
と
地

域
住
民
の
交
流
の
場
と
し

て
積
極
的
に
活
用
す
る
と

あ
る
。
村
の
考
え
は
。

村
長 

ヒ
ノ
キ
の
採
種
場

だ
っ
た
と
こ
ろ
を
林
野
庁

か
ら
払
い
下
げ
た
経
緯
が

あ
る
。
ヒ
ノ
キ
の
伐
採
や

池
を
ビ
オ
ト
ー
プ
に
す
る

な
ど
総
合
的
に
計
画
し
な

が
ら
、
時
期
を
見
て
進
め

て
い
き
た
い
。
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一 般 質 問

議
員

質問趣旨

令和の米騒動から一転し、今年の米価は大幅に下落している。
村の農業をどのように進めていくのか。

村の農業をもっと前に進める取り組みを 須す

藤ど
う

軍ぐ
ん

蔵ぞ
う

須
藤 

村
の
基
幹
産

業
は
農
業
。
そ
の
な

か
で
も
米
が
中
心
で

あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
現
状
を
踏
ま
え

て
特
段
の
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い

か
。

村
長 

今
年
の
米
価

動
向
を
大
変
危
惧
し

て
い
る
。
価
格
の
乱
高
下

が
営
農
に
と
っ
て
一
番
困

る
こ
と
で
あ
り
、
農
家
の

減
少
も
懸
念
さ
れ
る
。
国

や
県
の
取
り
組
み
と
合
わ

せ
な
が
ら
村
と
し
て
の
支

援
を
検
討
し
た
い
。

須
藤 

ブ
ラ
ン
ド
米
で
村

産
米
全
体
の
底
上
げ
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
新
た
な
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

村
長 

農
作
業
の
省
力
化

と
な
る
ド
ロ
ー
ン
の
直
播

栽
培
な
ど
を
農
業
振
興
公

社
で
取
り
組
み
た
い
。
ま

た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
人
員
不
足
な
ど
が

あ
り
、
村
道
等
の
草
刈
り

が
で
き
な
い
状
況
も
あ

る
。
次
年
度
、
農
業
振
興

公
社
で
外
国
人
労
働
者
を

２
名
程
度
雇
用
し
、
４
月

か
ら
10
月
く
ら
い
の
繁
忙

期
に
草
刈
り
な
ど
に
従
事

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

須
藤 

中
山
間
地
域
の
気

候
に
適
し
た
作
物
の
開
発

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長 

関
係
機

関
と
連
携
し
情
報
収
集
を

行
い
、
農
業
振
興
公
社
で

の
試
験
栽
培
に
取
り
組
み

た
い
。

須
藤 

ニ
ン
ニ
ク
の
試
験

栽
培
が
行
わ
れ
る
が
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
検
討
で
き

な
い
か
。

産
業
建
設
部
長 

ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
も
適
し
た
作
物
で

は
あ
る
が
、
ク
マ
等
の
鳥

獣
被
害
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ

る
。

須
藤 

ク
マ
対
策
は
重
要

で
あ
る
。
村
で
は
電
気
柵

の
補
助
が
あ
る
が
、
補
助

を
拡
大
し
ク
マ
対
策
の
電

気
柵
へ
の
補
助
が
で
き
な

い
か
。

産
業
建
設
部
長 

村
の
電

気
柵
補
助
は
イ
ノ
シ
シ
対

策
の
電
気
柵
で
あ
る
。
ク

マ
専
用
の
電
気
柵
も
あ
る

の
で
補
助
の
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

湛水直播実証実験　ドローンでの播種（５月15日）
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一 般 質 問

議
員

質
問
趣
旨

ふ
る
さ
と
納
税
は
県
全
体
で
１
０
１
億
円
、
６
年
連
続
過
去
最
高
を

更
新
し
た
。
村
外
の
多
く
方
か
ら
の
納
税
に
期
待
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
と
現
状
は

質問趣旨

村の基幹産業は農業であり、主要作物は米である。令和の
米騒動から一転する中で、持続可能な米作りを問う。

農業の新たな取り組みと課題は三さ
ん

瓶ぺ
い

賢け
ん

一い
ち

三
瓶 

移
植
栽
培
が
主
流

の
中
で
、
湛
水
直
播
実
証

実
験
に
な
ぜ
取
り
組
ん
だ

の
か
。

産
業
建
設
部
長 

担
い
手

不
足
の
農
業
分
野
で
省
力

化
技
術
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
春
の
作
業
の
労
働
時

間
や
コ
ス
ト
、
労
働
負
荷

を
軽
減
し
た
中
で
移
植
栽

培
と
変
わ
ら
な
い
収
量
と

食
味
が
得
ら
れ
る
か
農
業

振
興
公
社
に
お
い
て
研
究

を
進
め
て
い
る
。

三
瓶 

直
播
栽
培
の
課
題

の
雑
草
対
策
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長 

除
草
剤

の
最
大
効
果
を
引
き
出
す

に
は
、
田
ん
ぼ
の
高
低
差

を
均
一
に
す
る
レ
ー
ザ
ー

レ
ベ
ラ
ー
に
よ
る
均
平
作

業
が
成
功
を
支
え
る
基
本

技
術
と
考
え
る
。

三
瓶 

自
動
運
転
農
機
の

実
証
実
験
に
取
り
組
む
計

画
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
部
長 

現
段
位

で
は
明
確
な
計
画
は
な
い
。

村
長 

ス
マ
ー
ト
農
業
を

進
め
る
に
は
１
枚
の
圃
場

を
１
町
歩
程
度
に
す
る
土

地
改
良
が
必
要
と
な
る
。

調
査
を
進
め
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

三
瓶 

田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー

制
度
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

産
業
建
設
部
長 

交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
増
加
を

図
る
こ
と
で
あ
る
。

三
瓶 

過
去
３
年
間
の
ふ

る
さ
と
納
税
額
と
返
礼
品

を
伺
う
。

産
業
課
長 

令
和
７
年
は

４
７
１
６
万
円
、
６
年
は

６
１
５
６
万
円
、
５
年
は

４
１
５
１
万
円
で
あ
る
。

野
菜
と
米
が
上
位
を
占

め
、
果
物
、
肉
、
体
験
型
、

酒
、
菓
子
、
乳
製
品
と

な
っ
て
い
る
。

三
瓶 

ふ
る
さ
と
納
税
は

実
質
何
％
の
税
収
に
な
る

の
か
。

産
業
建
設
部
長 

制
度
上

50
％
に
設
定
し
て
い
る
。

三
瓶 

ふ
る
さ
と
納
税
の

目
標
額
と
村
産
米
の
占
め

る
割
合
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長 

今
年
度

の
目
標
は
１
億
円
で
あ

る
。
米
の
割
合
は
令
和
７

年
度
で
24
％
で
あ
る
。

三
瓶 

米
を
返
礼
品
に
選

ん
で
い
た
だ
く
方
策
は
。

産
業
建
設
部
長 

ブ
ラ
ン

ド
米
の
あ
だ
た
ら
の
恵
を

通
し
て
、
村
産
米
全
体
の

底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
上

で
も
、
米
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ

を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
瓶 

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
お
い
し
い
と
言

わ
れ
て
い
る
慣
行
栽
培
の

村
産
米
が
納
税
者
か
ら
選

ば
れ
る
に
は
。

産
業
課
長 

Ｊ
Ａ
や
関
係

機
関
と
連
携
し
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
、
地
域
活
性

化
起
業
人
制
度
を
活
用
し

て
、
村
産
米
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

田んぼオーナー制度の田植え
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一 般 質 問

議
員

質問趣旨

高齢化や後継者不足により遊休農地が増えている。農業
を基幹産業とする村にとって大きな課題である。

遊休農地の解消に向けた取り組みは 菅す
が

原は
ら

貴た
か

子こ

菅
原 

遊
休
農
地
の

う
ち
農
地
法
第
32
条

第
１
項
第
１
号
（
現

に
耕
作
さ
れ
て
お
ら

ず
、
引
き
続
き
耕
作

さ
れ
な
い
と
見
込
ま

れ
る
農
地
）
と
第
２

号
（
農
作
物
の
栽
培

は
行
わ
れ
て
い
る
が

利
用
の
頻
度
が
著
し

く
劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
農
地
）
の
直
近
３
カ

年
の
水
田
面
積
の
推
移
を

伺
う
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長 

１

号
遊
休
農
地
は
令
和
５
年

度
が
７
・
１
㌶
、
６
年
度

が
９
・
５
㌶
、
７
年
度
が

４
・
１
㌶
で
あ
る
。
２
号

遊
休
農
地
は
、
５
年
度
が

０
・
３
㌶
、
６
年
度
が
０
・

６
㌶
、
７
年
度
が
０
・
６

㌶
で
あ
る
。

菅
原 

遊
休
農
地
は
、
５

年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け

て
２
㌶
増
え
て
い
る
が
、

７
年
度
は
５
・
４
㌶
も

減
っ
て
い
る
理
由
は
何

か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長 

軽

度
の
遊
休
農
地
の
再
生
利

用
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
農

地
に
復
元
す
る
こ
と
が
著

し
く
困
難
で
あ
る
農
地
を

非
農
地
判
断
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

菅
原 

村
は
農
地
利
用
状

況
調
査
を
実
施
し
て
い
る

が
遊
休
農
地
の
解
消
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長 

農

地
利
用
状
況
調
査
を
行
う

こ
と
で
農
地
の
再
利
用
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
る
。
遊
休
農
地
を

解
消
し
た
い
と
い
う
相
談

も
増
え
て
お
り
、
農
地
の

維
持
や
保
全
、
再
利
用
に

つ
な
が
る
結
果
が
出
て
い

る
。

菅
原 
第
五
次
総
合
振
興

計
画
後
期
基
本
計
画
に

は
、
村
農
業
振
興
公
社
の

運
営
事
業
に
耕
作
放
棄
地

の
管
理
や
農
作
業
受
託
が

あ
る
が
、
取
り
組
み
の
実

績
を
伺
う
。

産
業
課
長 

遊
休
農
地
の

除
草
管
理
が
６
件
、
農
作

業
受
託
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
よ
る
マ
ル
チ
張
り
が
２

件
、
農
機
具
の
貸
出
し
が

３
件
で
あ
る
。

菅
原 

新
た
な
遊
休
農
地

も
発
生
し
て
お
り
、
雑
草

の
繁
茂
と
害
虫
の
発
生
で

近
隣
農
地
に
迷
惑
を
与
え

て
い
る
。
是
正
指
導
は

行
っ
て
い
る
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長 

農

業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
と
連
携
し
な

が
ら
、
適
切
な
指
導
と
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
問
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

菅
原 

「
地
域
ま
る
っ
と

中
間
管
理
方
式
」
の
研
修

会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
方

式
で
農
地
の
共
同
管
理
を

模
索
し
て
い
る
、
ま
た
は

進
め
て
い
る
事
例
は
あ
る

か
。

産
業
建
設
部
長 

大
変
有

効
な
事
業
で
あ
る
が
、
法

人
化
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
事

例
は
な
い
。

菅
原 

基
幹
産
業
の
農
業

や
美
し
い
景
観
を
維
持
し

て
い
く
う
え
で
、
有
効
な

仕
組
み
だ
と
思
う
。
研
修

会
の
開
催
に
と
ど
ま
ら

ず
、
村
が
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
て
い
く
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

産
業
建
設
部
長 

関
係
機

関
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。
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一 般 質 問

議
員

質問趣旨

地域で助け合えるよう、防災への関心を高め、情報を届け、
行政と地域が一緒に進めることが必要ではないか。

地域防災力を高める人材育成と情報発信佐さ

原わ
ら

佐さ

百ゆ

合り

佐
原 

自
主
防
災
組
織
の

設
立
が
進
ん
で
い
る
。
現

状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

住
民
福
祉
部
長 

現
在
は

８
団
体
で
あ
る
。
令
和
４

年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら

徐
々
に
増
え
て
い
る
が
、

さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

佐
原 
自
主
防
災
組
織
の

設
立
や
活
動
に
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
う
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 
行
政
区

ご
と
に
行
政
支
援
員
と
し

て
村
の
職
員
を
配
置
し
て

い
る
。
行
政
支
援
員
に
自

主
防
災
の
担
当
を
設
け

て
、
設
立
し
て
い
な
い
地

域
に
は
設
立
の
相
談
や
手

続
き
を
支
援
し
、
設
立
し

て
い
る
地
域
に
は
活
動
の

支
援
や
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
自
主
防
災
組

織
の
代
表
者
が
情
報

交
換
で
き
る
連
絡
協

議
会
を
設
立
す
る
予

定
で
あ
る
。

佐
原 

防
災
に
関
す

る
知
識
を
持
ち
、
中

心
と
な
っ
て
地
域
で

活
動
す
る
人
材
の
育
成
が

必
要
で
は
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 

防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
で
活
動
で
き
る

人
材
の
育
成
も
重
要
と
考

え
て
い
る
。
設
立
予
定
の

連
絡
協
議
会
な
ど
で
、
人

材
育
成
に
関
す
る
情
報
提

供
や
防
災
講
座
の
開
催
な

ど
を
通
し
て
、
人
材
育
成

に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

佐
原 

防
災
士
の
資
格
取

得
に
必
要
な
費
用
を
支
援

し
て
は
ど
う
か
。

村
長 

支
援
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。
自
主
防
災
組

織
の
構
成
員
や
消
防
団

員
、
役
場
職
員
な
ど
を
対

象
に
助
成
を
検
討
し
た

い
。
支
援
内
容
や
上
限
額

な
ど
を
早
急
に
検
討
し
た

い
。

佐
原 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
配
布
し
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
地
域
で
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
す
る
機
会

が
必
要
で
は
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 

地
域
の

危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、

避
難
経
路
を
確
認
す
る
機

会
を
設
け
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
自
主
防
災
組
織

や
防
災
士
と
連
携
し
、
必

要
に
応
じ
て
職
員
や
講
師

の
派
遣
も
検
討
し
た
い
。

佐
原 

災
害
の
危
機
が

迫
っ
た
と
き
、
必
要
な
情

報
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る

の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

防
災
無

線
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
車
両
に
よ
る
広
報
、

緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
テ

レ
ビ
な
ど
を
活
用
す
る
。

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
に
は
、
民
生
委
員
や
消

防
団
な
ど
と
連
携
し
て
声

が
け
を
行
っ
て
い
る
。
来

年
度
か
ら
運
用
開
始
予
定

の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用

も
検
討
し
て
い
る
。

避難所で必要となる段ボールベッドの組み立ての体験
（９月６日の防災フェア）

ハザードマップを活用し危険箇所の確認を
（９月６日の防災フェア）
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一 般 質 問

議
員

質
問
趣
旨

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
を
健
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
。
現
状
と
課
題
、
解
決
に
向
け
た
考
え
を
問
う
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
の
方
向
性
は

質問趣旨

村内の公共施設は老朽化が進んでいる施設が多い。
どのように整備していく考えか。

公共施設整備の考えは 武た
け

田だ

悦え
つ

子こ

武
田 

公
共
施
設
検

討
委
員
会
の
目
的
は
。

村
長 

村
の
公
共
施

設
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
意
見
を

聞
く
も
の
で
、
結
論

を
出
す
場
で
は
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
委

員
会
で
の
内
容
を
、

12
月
議
会
に
は
示
し

た
い
。

武
田 
村
民
プ
ー
ル
は
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
改

修
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

村
長 

地
震
の
た
び
に
修

繕
し
て
き
た
が
、
安
全
面

か
ら
考
え
る
と
、
使
用
に

耐
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ

る
。
結
論
を
出
す
時
期
に

来
て
い
る
。

武
田 

各
小
学
校
の
プ
ー

ル
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
整
備
の
計
画
は
。

ま
た
、
異
常
気
象
で
屋
外

プ
ー
ル
を
利
用
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
。
プ
ー
ル
の

授
業
に
考
え
は
あ
る
の
か
。

村
長 

次
年
度
か
ら
小
学

校
で
の
プ
ー
ル
の
授
業
を

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で

実
施
し
た
い
。
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
で
体
験
会
を

実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
や

先
生
方
か
ら
も
好
評
だ
っ

た
。
大
山
小
学
校
の
プ
ー

ル
は
駐
車
場
と
し
て
整
備

し
た
い
。
玉
井
小
学
校
の

プ
ー
ル
は
防
火
用
水
と
し

て
使
用
で
き
る
か
な
ど
検

討
し
た
い
。

武
田 

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
人
数
は
。

住
民
福
祉
部
長 

平
日
は

平
均
１
６
４
人
、
土
曜
日

は
平
均
10
人
の
子
ど
も
た

ち
が
利
用
し
て
い
る
。

武
田 

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
さ
く
ら
で
行
わ
れ
て

い
る
が
、
現
在
の
課
題
や

対
策
は
。

住
民
福
祉
部
長 

子
ど
も

た
ち
が
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス

が
窮
屈
に
な
っ
て
い
る
。

屋
外
で
遊
べ
な
い
こ
と
や

バ
ス
移
動
に
よ
る
心
身
の

負
担
な
ど
課
題
が
多
い
。

学
校
施
設
を
利
用
し
た
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
。

武
田 
学
校
で
行
う
と
な

れ
ば
新
た
な
課
題
が
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長 

現
在
は
、
空

き
教
室
が
な
い
こ
と
か
ら

活
動
場
所
の
確
保
が
難
し

い
。
学
年
ご
と
に
異
な
る

利
用
時
間
へ
の
対
応
や
、

学
校
か
ら
の
引
き
継
ぎ
、

児
童
ク
ラ
ブ
に
必
要
な
備

品
の
保
管
場
所
な
ど
に
課

題
が
あ
る
。

武
田 

現
状
の
ま
ま
で
も
、

学
校
に
移
し
て
も
課
題
は

大
き
い
。
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
検
討
を
重
ね
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長 

子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
一
番
良
い
環
境
は

何
か
、
子
ど
も
を
中
心
に

考
え
て
い
き
た
い
。
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
機
能
を

を
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
が

本
来
の
目
的
の
福
祉
の
拠

点
と
し
て
事
業
展
開
を
図

れ
る
な
ど
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

老朽化が進んでいる村民プール

子どもたちにとって一番良い環境は



議会だより17

　10月19日（月）に郡山市のビッグパ
レットふくしまで開催されました。研修
では、中央大学法学部教授、同大学院
法学研究科教授の礒崎初仁氏からは「地
域課題の解決と町村議会―政策に強い
議会をつくる―」について、ジャーナリ
ストの岩田公雄氏から「これからの政
局・政治展望」の講演が行われました。

　総務文教常任委員会、産業厚生常任委員会、議会運営委員会及び議会広報広聴特別委員会の研修
を今年は全議員で実施しました。視察で得た学びや成果は次の号で報告します。

茨城町　友好交流都市協定締結の町
研修したこと

区（自治会）活動
茨城町ハッピーガーデンの活動

東海村社会福祉協議会（茨城県）
研修したこと
とうかいライフ・エンディングサポー
ト事業

御宿町議会（千葉県）
研修したこと
議会インターネット中継
若者×議会　まちづくりワークショップ

議会視察研修

町村議会議員研修会

友好交流都市協定を締結した富岡町を視察訪問　　８月31日

10月14日10月14日 10月14日10月14日 10月15日10月15日

10月19日10月19日

　８月２日（日）に大玉村において富岡町との友好交流都市協定
が結ばれました。協定締結を機に相互理解と交流を深めるため、
８月３１日（月）に富岡町を訪問し、富岡町議会の皆さんと情報
や意見を交換することもできました。
　視察した「とみおかアーカイブミュージアム」では、富岡町
の歴史や文化に触れ、あたりまえの日常が奪われた複合災害を
改めて学びました。バスで富岡町内を案内いただき、帰還困難
区域の解除に向けた取り組みや夜の森の桜並木、復興の現状を、
実際に見て知ることができました。
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入
団
の
き
っ
か
け
は

　
職
場
の
先
輩
か
ら
誘
わ

れ
て
入
り
ま
し
た
。
後
か

ら
聞
い
た
ら
地
元
の
分
団

長
が
先
輩
に
声
を
か
け
る

よ
う
に
頼
ん
で
い
た
よ
う

で
す
。

消
防
団
活
動
と
は

　
火
事
や
災
害
が
起
き
な

い
、
何
も
な
い
日
常
が
続

く
こ
と
が
活
動
の
本
質
だ

と
思
い
ま
す
。
予
防
消
防

が
重
要
で
す
。
定
期
的
に

行
う
啓
発
活
動
や
地
域
巡

回
な
ど
が
地
域
の
皆
さ
ん

へ
の
注
意
喚
起
に
つ
な
が

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

仕
事
と
消
防
の
両
立
は

　
大
変
で
す
。
仕
事
も
家

庭
も
あ
り
、
職
場
や
家
族

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
活

動
を
続
け
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

活
動
し
て
よ
か
っ
た
と

思
う
こ
と

　
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
、
仲
間
が
で
き
た
こ
と

で
す
ね
。
消
防
団
に
入
ら

な
け
れ
ば
経
験
で
き
な

か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
世
代
や
職
業
を
超
え

た
地
域
の
つ
な
が
り
は
大

き
い
で
す
。

消
防
団
ふ
れ
あ
い
デ
ー

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
消
防

団
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら

う
良
い
機
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
で
の
的
当
て

体
験
や
花
火
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
め
る
企
画

を
し
ま
し
た
。

団
員
不
足
を

�

ど
う
考
え
る

　
団
員
を
確
保

す
る
の
は
難
し

く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
一
度
、

退
団
し
て
も
、

活
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
時

に
戻
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
っ
て

も
よ
い
と
思
い

ま
す
。
も
っ
と

人
が
入
れ
替
わ

れ
る
仕
組
み
が

あ
っ
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。

消
防
団
に
入
る
方
に

�

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　「
イ
メ
ー
ジ
ほ
ど
悪
く

な
い
（
笑
）」。
消
防
団
に

入
っ
た
ら
酒
を
飲
ま
な
い

と
帰
れ
な
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
の

行
事
も
残
す
べ
き
と
こ
ろ

は
残
し
、
工
夫
し
簡
素
化

し
て
改
善
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ

て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
の
消

防
団
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

つなぐつながる笑顔第19回
笑顔COUNTER

今号に登場したのは11人
0 1 3 3

　

表
紙
は
大
玉
村
消
防
団
第
５
分
団
の
皆
さ
ん
で

す
。
毎
月
１
日
と
15
日
の
定
期
火
防
の
日
は
巡
回
や

防
火
広
報
、
機
材
の
点
検
を
行
い
ま
す
。
定
期
火
防

の
日
に
屯
所
で
第
５
分
団
の
皆
さ
ん
か
ら
率
直
な
話

を
伺
い
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
地
域
の
安

全
・
安
心
を
守
る
強
い
使
命
感
を
感
じ
ま
し
た
。

発 

行
大
玉
村
議
会 

議
長 

舘
下 

憲
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福
島
県
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広
報
班
の
ひ
と
こ
と

　

小
学
生
の
時
、
初
め
て

の
習
字
の
授
業
で
「
楽
し

い
、
好
き
」
と
思
っ
た
こ

と
を
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え
て

い
る
。
そ
の
感
動
が
今
で

も
私
を
支
え
て
い
る
。

　

作
品
づ
く
り
は
楽
し
く

も
あ
り
苦
し
く
も
あ
る
。

漢
詩
を
選
び
、
草
書
体
を

調
べ
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
何
度
も
何
度
も
書
く
。

作
品
の
出
来
は
ど
う
あ
れ

出
品
後
の
解
放
感
は
格
別

な
も
の
だ
。
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